
いの健全国センター 第 2 回労働安全衛⽣中央カレッジ第２課 

  テーマは２つ！ 「労働時間と生活・安全・健康」 

              「職場調査の活かし方」 

 労働安全衛生活動について、系統的に学び職

場での実践力が確実に身につく中央カレッ

ジ。第２課は「労働時間と生活・安全・健康」

と「職場調査の活かし方」の２つのテーマで実

施します。 
 秋の臨時国会にも出されようとしている労働

基準法改悪では、過労死ラインまでの時間外労

働が合法化されようとしています。労働時間に

ついて医学的立場、働き方改革、そして国際基

準から考えます。 
 ２つ目は職場要求や実態をつかむための調

査・アンケート活動。設計の考え方・活かし方

を学びます。若干の演習も予定しています。 

   

◇日程、カリキュラム（予定） 

第２課 2017 年 9 月 9 日（土）～10 日（日） 

・長時間労働による健康影響 

・規制緩和の動きと労働時間 

・過労死・過労自死と長時間労働 

・職場アンケート調査の意義・仮説の設定 

 

【１日目】 

 11:00～12:15 講義１ 

長時間労働による健康障害 

             講師：中村賢治氏 

(大阪社会医学研究所所長・医師) 

 13:15～14:15 講義２ 過労死・過労自死と長

時間労働そしてアベ働き方改革 

            講師：宮風耕治氏 

       (全労働大阪基準支部・書記長) 

 14:30～15:50 SGD（班討論） 

「長時間労働をなくすためにどうするか」 

 16:00～17:00 講義３ 国際基準で労働時間を 

    考える ８時間労働 インターバル規制 

    講師：布施啓輔氏 (全労連・国際局長) 

【２日目】 

 10:00～11:00 講義４ 

    職場調査・アンケートはなぜ必要か 

  講師：福地保馬氏 

（いの健全国センター理事長） 

 11:00～12:00 労働組合で取り組む調査紹介 

    自治労連・医労連・化学一般労連 

 13:00～16:30 調査票の分析と活用方法 

    垰田和史氏（滋賀医科大学准教授） 

 ＊講義と excel を使った若干の演習を予定してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇参加費（２課のみ）8000 円 

 ＊申し込み書は裏面 → 

 

◇第２課会場 大阪国労会館 

 

 

第１回カレッジ SGD 



フリガナ

氏名
住所 〒

℡ e-mail
受講講座 □全講座 □1課 □2課 □3課 □4課

所属団体・職場等

連絡先（自
宅／職場）

労組・職場での労安関係の任務

第３課 2017 年 10 月 28 日（土）～29 日（日） 

「労災認定と職場復帰」 

・労災・職業病患者の職場復帰 

・がん患者、透析患者などの就労と安全配慮 

・病気休暇制度、就業規則 

・職業リハビリテーションを受ける権利 

・ユニバーサルデザインによる職場改善 

 

第４課 2018 年 2 月 10 日（土）～11 日（日）                  

「職場の健康管理＋人間工学的改善」 

「職場の有害物質・職場環境」 

・リスクアセスメント 

・「自己責任論」を克服する安全対策 

・筋骨格系障害予防のための職場改善 

・職場巡視と実践報告 

・検診の意義と事後措置 

＊滋賀の障害者施設の職場見学を予定しています 

◇参加費  

全４回     30,000 円 

１課のみの場合  8000 円 

     １日のみの場合  4000 円 

 (昼食代２日分込・宿泊は各自でお願いします 

 

*お申込みいただいた方に振り込み先などご連絡 

 いたします。 

 

 

 

◇会場 第１課・２課 大阪国労会館 

     

 

 

 

 

◇会場 第３課 ラボール京都 

     京都市中京区壬生仙念町 30-2 

第４課 滋賀県（予定） 

 

第１回参加者の感想（第２課） 

＊長時間労働、夜勤労働の健康障害について良くわか

りました、労安委員会での核となる問題だと感じま

した、もっと中心的な課題として取り組むべきだと

思った。 

 

＊「調査なくして発言なし」を痛感。根拠をもって対

応していくことの必要性を改めて考えました。 

 

＊誰がみても見やすくわかりやすい資料を作ってい 

きたいと思います。調査の前にこちらが伝えたい 

ことを発信するという考え方は初めて聞いて良か 

ったです。 

 

働くもののいのちと健康を守る全国センター 

 

TEL：03-5842-5601  FAX：03-5842-5602    e-mail：info@inoken.gr.jp 


